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日本で ｢木の文化｣についての歴史的な記述は,8世紀の中頃に作られた ｢日本書紀｣の神代 (上)の

頃で,須佐之男命が

マユゲを抜いて,クスノキを作り

アゴヒゲを抜いて,スギノキ

ムナゲを抜いて,ヒノキ

シリゲを抜いて,マキを作 り

クスノキとスギで舟を作り,ヒノキで住居,マキでお棺を作れと教え,その種子をまかせたという話に

始まるようだが,現実には縄文時代の鳥浜遺跡のスギの丸木舟,弥生時代には登呂,山木遺跡からのスギ,

ヒノキなどの柱,板類,揚納遺跡のモチノキ,シイノキ,ビワなどの住居用材にはじまっているようである｡

ところで,本日話題の仏典は紀元前 3百数十年頃から作られはじめ,そこにはいろいろの植物が教義の

説明その他に引用されており,その数はおよそ2,3百,その内の約半数が樹木であろうと推察される｡

日本訳の仏典にあらわれるこれらの樹木のうち,有名なのは仏教3霊樹といわれる

インドボダイジュ,サラノキ,アソカノキ

で,これにマンゴーとエンジュを加えて,仏教 5木ということもある｡

これらの樹木の名は古代インドのサンスクリット語 (焚語),時にはパーリ語 (巴語)の音訳中国名であ

ることが多い｡

そういう訳で,本日は焚語にも少し触れながら話を進める｡莞語というと,我々の日常生活に全く縁の

ない言葉と思われるが,また大体その通りだが,中には案外身近かなものもある｡

例えば,お馴染のヒマラヤシーダ,ヒマラヤLIJのヒマラヤは兜語であって
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という意味をもち,Hlmalayaは一般にabodeofsnow (雪の場所)をあらわし,中国語では ｢雪山｣と訳

されている｡

さてこの辺で本題にはいって,仏典の木といえば,まず先述の3霊樹,インドボダイジュとサラノキと

アソカノキであろう｡

1.イン ドボダイジュ (焚 Bodhi-vrksa,菩提樹,思惟樹,FI'cusreligI'oso)

クワ科イチジク属の常緑樹で,現地ではピッパラまたはアシュプアツタと呼ばれていたが,釈迦がブッ
:LL-･

ダガヤに生えていたこの大木の下で,いわゆる結親族座 しで悟り (Bodhi,菩提)を披いたことから菩提

樹 (Bodh卜vrksa)と呼ばれ,日本ではシナノキ科のボダイジュと区別してインドボダイジュと呼んでいる｡

ところで悟り (覚)とは,一体どういう状態であろうか? この言葉は今や仏教を離れた日常語となっ

ているが,本来は

｢本能に基づく精神の動揺が全くない時にあらわれる貫実の知慧 (正智)が寅理と全く合致する状態)｣

であるという｡

釈迦はインドボダイジュの下で,この状態に達した訳である｡

この木は6世紀末にベンガルの部族王シャシャンカによって切倒されたが,その約 50年後に,中国の玄

突三蔵がここを訪れた時にはそのヒコバ工が樹高約8丈 (約 15m)に成長していたという｡

このヒコバエは1876年の暴風雨で倒れ,現在はそのまたヒコバエが成長しており,釈迦が結伽鉄座して

いた ｢金剛座｣と共に,インド屈指の観光地になっているようである｡

イチジク属の木だから,イチジクそっくりの果実が太い幹にもできている｡勿論熱帯樹だから,日本で

は冬は露地で育たない｡

日本で通常ボダイジュと呼び,比叡山｣や置如堂などに特別待遇されている木は,シナノキ科シナノキ属

の落葉樹 (Tiliamtquelia14α)である｡これは1168年明庵栄西が中国から間違えて持帰ったもので,釈迦の

菩提とは関係のない木だが,日本ではこの木が ｢ボダイジュ｣の座を占めている｡歴史の中にはやみから

やみへと消えるものが多い反面,これは間違った歴史というものは仲々改められず,消え去らない1つの

例であろう｡

ところで木研での話となれば,材質や利用についてもふれておく必要があろう｡この木は本来神聖樹と

してあまり利用しないが,比重が低いので,箱物などを作ることもあるという｡

2.サラノキ (禁 Sala,沙羅双樹,shoreorobsto)

紀元前486年入滅 (死)を予知 した釈迦は,ヒマラヤ山麓クシナガラの側を流れるヒラニヤヴァティの

河岸にはえていた1対のサラノキの間に死の床を用意させたので,日本では一般に沙羅双樹と呼んでいる｡

サラノキはフタバガキ科サラノキ属の常緑高木で,お馴染みのラワンの 1種である｡

インドではチーク,ヒマラヤスギと並ぶ3人有用樹種の 1つで,古 くから各地に栽培され,仏教集団は

当時各地のサラ林に滞在して,宗教活動を行っている｡

焚語 salaは硬いという意味をもち,その名の通り材質が硬く,強く,耐久性がよいので建築,土木その

他に,また樹皮は燃料,桂子は食用という万能樹種である｡

｢サラ林をよく撫育すれば美林をうる如く,戒を守ればよい仏果を得るであろう｣

などと戒律にも引用されている｡

ボダイジュ同様,日本では冬は温室でないと過せない｡日本の寺院の境内で霊樹,神聖樹サラノキとし

て枯られているのは大低葉が似ているツバキ科のナツツバキ (StewartiaPseudo-ComelliaMax)類である｡
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3.アショカノキ (焚 ASoka,阿輸迦樹,Saroccajnd/'co)

マメ科アショカノキ属の落葉中木｡この木はボダイジュやサラノキほど一般に知られていないが,釈迦

の誕生と結婚に深い関係をもつ木である｡

すなわち,釈迦の母マ-ヤ王妃が城内に咲きはこっているアショカノキの花に手をふれようとした時,

釈迦 (ゴータマ菩薩)が生れでて第一声を放ったという｡この第-華 は仏典によって違うが,一般によく

知られているのが,御存知の長阿含経の ｢天上天下唯我独為尊｣である｡

また釈迦が成長 して,結婚適齢期に達した時,多くのお嫁さんの候補者の中から,最後にアショカの花

を与えた女性,アショーダラ姫を選んだと伝えられている｡

焚語 A畠okaは無憂という意味なので,この木を一名無憂樹と呼ぶ,目出度い木で,花の美 しきが特徴で

ある｡

4.マンゴー (焚 Åmra,竜羅樹,竜摩羅樹,MongI'feroindico)

ウルシ科マンゴー属の常緑大木,仏教 5木の1つである｡花は沢山つくが不完全花 (つまり花の構成要

素の等,雄薬などの何かが欠けている花)が多いために,その割に実を結ぶのが少ないが,それでも枝も

たわわに結実する｡随分古くから育林されていたらしく,玄突三蔵の西遊記にマンゴー林がよく出てくる｡

｢マンゴーの花は多いが,実を結ぶものが少ないように,衆生の菩提心を起すものは多いが,これを成

就するものは少ない｣(ジャータ*)0

｢諸行無常ということを納得すれば,一･切の煩悩を絶つことができる｡恰もマンゴーの枝を暴風がゆり

動かせば,その呆ことごとく落ちるが如し｣(雑阿含経)0

JIL夫では仲々こうはいきません｡

果実は長さ10-15cmの長楕円形で丁度掌にのる大きさなので

｢如来は無上の智をもち,最実を顕わし給うこと,掌中の奄羅呆を見る如し｣(大般浬架経)｡

その他仏典に最もよく引用されている果樹である｡並木にもよく利用されている｡

材の比重は0.6-0.7,木理はカシに似ており,一般建築,家具,とくに茶箱などに用いられる｡日本

にはマチャン,アサムなどの名で輸入されているそうである｡

ところで果樹といえば,その昔中国の唐にわたり,鑑最を日本に招いた東大寺の普照が

｢平安京の道路に果樹を植えれば,夏は日陰に憩うことができ,季節には果実で肌やかわきをいやすこ

とができましょう｣

と京の道路に果樹を植えるように当局に具伸 したそうだが,これはどうも採用されなかったようである｡

5.ウドンゲノキ (禁 Udumbara,優曇鉢羅樹,Ficusg/omeroto)

仏典に ｢稀有にして会い難きこと如来の如きウードンバーラ｣という言葉がある｡このウー ドンバーラ

はおそらくウドンゲノキであろうと推察されている｡インドボダイジュと同じクワ科イチジク属の木で,

イチジク同様花が果実の中に包まれていて,外から見えないことから,会い難いことの比輪に用いられた

のであろう｡

材質は軽 く,インドボダイジュ同様神聖樹としてあまり利用 しない｡日本に南方産のイチジク属の木が

輸入されているそうだから,御存知の方がおられるかもしれない｡

釈迦やその弟子たちは,よくインド各地の林に滞在して宗教活動をしている｡このような林を学林,樹

木を学林樹木といい,前述のサラノキ,マンゴーの外,オオギヤシやマメ科のシッソノキ (紫檀,黒檀な

どのいわゆる唐木と同属)などがある｡
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6.オオギヤシ (焚 TaJa,多羅,Borassusflobellifer)

多かったことによる｡

阿弥陀経によると極楽には七重の行樹 (並木)があるそうだが,この並木は多分オオギヤシであろうと

筆者は思う｡というのインドの霊場にはよくこの木の並木があり,玄突三蔵の大唐西域記にも,マンゴー

林と共に度々登場する｡

昔はこの葉を乾かしたものを貝多羅葉と呼び紙の代用にした｡法隆寺にはこの葉に書いた般若心経が保

管されている｡またこの葉で屋根をふき,花柄から乳液を採取して,甘味剤や酒を作 り,若い果実は食用,

幹は建築用材など捨てる所が無い有用材である｡

樹冠部を切ると枯れるので,煩悩を絶つことを ｢タ-ラーの頭を切る如 く｣と表現している｡

オオギヤシ以外のヤシ類,たとえばココヤシ,サ トウナツメヤシ,ビンロージュ等もよく仏典に引用さ

れる｡

7.デイコ (焚 Mandara,婁陀羅,Er/'thrinaind/'C(コ)

阿弥陀経では極楽すなわち ｢幸いのある所｣は,生ける者の精神的,肉体的苦しみが全く無 く,幸福の

み存在する所として,いろいろ描写されているが,その中に天の曇r,'E羅が霊夜 6回雨と降ると述べ,その

美しい花は菩薩の菩提心にもたとえられている｡この木はおそらく,マメ科の落葉樹デイコであろうと推

察される｡初夏に濃紅色の花が線状花序に咲き,沖縄県の県花になっている｡材質が柔らかく,狂いが少

ないので,漆器生地に利用されている｡

さてこの辺で,日本の木材界に縁の深い,あるいはかつて縁の深かった樹種を2,3拾ってみよう｡

8.七葉樹 (焚 Saptapattra,AIston/'ascholcm'S)

釈迦入滅後,高弟の摩言可迦葉 (Maha-Ka畠yapa)の提言で,弟子たちが王舎城郊外の七菓樹の林にある岩

屋 (七葉樹窟)に集まって,お経と戒律の編集に着手したと伝えられている｡

この七葉樹はその名の示す如く,葉が七枚の小葉からなっている｡

この木については2,3の樹種が考えられるが,筆者はおそらくキョウチクトウ科のAIsto托iascholaris

であろうと思う｡材の比重が軽 くてシナノキに近い｡日本には現地名プライの名で輸入され,箪笥などの

家具,靴の蛙などに使われていたので,御存知の方が多いと思う｡

御承知の如 く古代インドにはカーストという強い階級制度があったが,仏教はこれを否定し

｢サーラ (サラノキ),アショカ,ナ-ガケサーラ (セイロンテツボク),チャンバカ (キンコウボク)

などの木の葉,花,果実には,それが枝にできた果実,幹についた果実などと,できた場所による区

別がないように,人間にもその生れによる区別はない｣

と述べ,また

｢ウードンバーラ (ウドンゲ)やパナサ (パンノキ)の果実には,それが枝にできた果実とか幹につい

た果実などと,できた場所による区別がないように,人間にもその生れた上る区別はない｣

と人間平等論を説いている｡

9.ナ-ガケサーラ (焚 Nagakesara,那我計沙羅,Mesuoferrea)

この木については諸説があるが,筆者はオトギリソウ科のセイロンテツボク (Mesuaferrea)ではないか

と思う｡その名が示すように,材の比重 0.93-1.24で,インドで最も重 くて硬い木である｡煉瓦色で,

建物や橋などの柱,桁あるいは鉄道の枕木などに利用されている｡この話では花のもつ芳香をさしている
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のであろう｡

10.チャンバカ (焚 Campaka,睦葡,M/'cherI'oChompako)

モクレン科やオガタマノキ属の常緑中木キンコウボクである｡樹皮や葉とくに黄白色の花が強い芳香を

もち,香水の原料となる｡材は黄褐色で,高級家具や造作,合板用で,日本にもチャンバカの名で輸入さ

れている｡

11･パナサ (焚 Paヮasa,波羅密,Artocarpusspp.)

クワ科パ ンノキ属の常緑樹パンノキ｡これには数種類あるが,インドにはナガミパ ン (ArtocarPus

integyifonus)が多いという｡

材質が強く,木理はマホガ二に似て,家具,構造部材,一般木工に利用される｡輸入材のテラップ,ケ

レダン等がこの木である｡

12.工ンジュ (棟,SophorojoponI'co)

仏教と共に中国から日本に伝えられたといわれ,仏教五木の 1つに加えられている｡マメ科の落葉中木

で並木によく利用される｡葉は奇数羽状複葉,うすいウグイス色の幼花を塊花と呼び,薬用や染料となる｡

材の比重0.74で,家具とくに工具類の柄として広いJ-IIJ途をもっている｡
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